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Yokohama Sc ience  Front ier  H igh School  ・  Jun ior  H igh School  

に国際機関と共に参加しました

2022 年 3 ⽉ 23 ⽇、 横浜市⽴横浜サイエンスフロンティア⾼等学校・附属中学校で 「ysf-SDGs」 が開催されました。 YOKE は横浜国際協⼒センター
に⼊居する国際機関と共に「ysf-SDGs」へ参加。 私たちの現在の取組や課題について⾼等学校・附属中学校のみなさんにお話する機会をいただきました。

「ysf-SDGs」 は、 SDGs に関する問題について実際に取り組んている企業や国際機関から話を聞き、 問題に対する理解を深め、 ディスカッション等を通して⾃分にできることを考えるイベントです。

WFP 国連世界⾷糧計画 ⽇本事務所（国連 WFP）の分科会では、 「SDGｓと国連 WFP の⾷料⽀援 －飢餓ゼロを⽬指し私たちにできること－」 と題して、 同⽇本事務所内の認
定 NPO 法⼈ 国連 WFP 協会の瀬上倫弘⽒がスライドを⽤いて参加型で講義。 国連 WFP とは何か、 飢餓とは何か、 SDGs と国連 WFP の⾷料⽀援、 国連 WFP 協会の活動など、
４つの柱について具体例と共に説明がありました。 また、 途中、 ⼤学⽣インターンの⻑⾕部亜実さん ・ ⼤岩麗奈さんがファシリテーターとして、 参加体験型のワークショップが⾏われ、 ⽣徒
どうしで熱⼼に話し合う場⾯も⾒られました。 最後の質疑応答では、 中学⽣や⾼校⽣から次々と質問が寄せられていました。

WFP 国連世界⾷糧計画
⽇本事務所（国連 WFP）

WFP 国連世界⾷糧計画は、 飢餓
のない世界を⽬指して⾷料⽀援を⾏
う国際機関です。

国際連合⾷糧農業機関（FAO）の分科会では、 駐⽇連絡事務所の上本リエイゾン ・ オフィサーによる FAO に就職するまでの体験談や活動内容を中⼼とした話がありました。 国際機関
へ就職するためには、 専⾨知識を⾝につけること、 語学⼒を磨くことなどのアドバイスがありました。 FAO は農業のみならず、 漁業や林業、 地域振興も対象に活動をしており、 農業⽣産や、
⽣活、 栄養、 環境の 4 項⽬をより良くすることを⽬標に 10 年計画を策定しました。 最近では、⽣産性向上から農地、 市場、 貯蔵、⾷品ロスまで持続可能な⾷料システムの構築を⽬
指し活動をしています。 真剣に話を聞いてメモをとる⽣徒の姿が⾒られ、 特に国際機関への道に興味を⽰す⽣徒から熱⼼な質問があったのが印象的でした。

国際連合⾷糧農業機関
（FAO）駐⽇連絡事務所

1945 年の設⽴以来、 FAO は農業
開発と栄養改善を促進し、 ⾷料安全
保障を追求することで、 世界の貧困と
飢餓の撲滅に取り組んでいます。

国際熱帯材⽊機関（ITTO）の分科会では、 「持続可能な開発⽬標（SDGs）の達成に向けた熱帯林の役割」 と題して、 広報担当官のラモン⽒が英語でスライドを⽤いて講演し、
総務アシスタントの⾚間⽒が⽇本語に通訳を⾏う⽅法で開催されました。
世界の森林の状況の紹介と、 森林に関わる⽣産国と消費国合計 74 か国が ITTO 会員であること、 ITTO の活動が SDGs の多くの⽬標とつながっていることを具体例を挙げながら説明
がありました。 終了後、 ⽣徒から森林保護 ・ ⽊材の有効活⽤について個⼈としてどのような活動が期待されるかなど質問も積極的に寄せられ、 関⼼の⾼さをうかがうことができました。

ITTO 国際熱帯⽊材機関
（国連条約世界本部）

ITTO は熱帯林資源の保全と持続可
能な経営、 利⽤、 貿易を促進してい
る政府間組織です。

　横浜市は、ウクライナから横浜に避難されて来た方々への支援を
「オール横浜支援パッケージ」として展開しています。このパッケージ
の一環として、横浜市は 2022 年 4月 28日に「ウクライナ交流カフェ
ドゥルーズィ」をオープンしました。YOKE はこのドゥルーズィの運
営を横浜市から受託しています。
　避難民どうし、または避難民と横浜市在住のウクライナ人が交流や
情報交換を行い、必要に応じて YOKE が開設しているウクライナ避難
民支援相談窓口での相談対応や横浜市の支援につなげ、避難民の方々
が生活していくうえで必要となる日本語の学習についてお手伝いをし
ています。
　避難民の方々は、戦禍を逃れ、ようやく横浜での生活をスタートさ
せたところです。当面の間は、以上のようなご支援をするとともに、
安心して寛いでいただける場としてドゥルーズィを運営していきます。
　今後、ドゥルーズィが支援から交流の場へと、徐々にその役割を広
げていく中で、皆様と交流していただける企画を検討していきたいと
考えております。

Українське кафе ”ДРУЗІ”
ウクライナ交流カフェ　ドゥルーズィ

戦禍から逃れてきたウクライナ避難民のみなさんが安心して過ごせる場所であるように…

※ドゥルーズィはウクライナ語で「ともだち」という意味です。

≪ウクライナ交流カフェ　ドゥルーズィ　概要≫

開設場所　パシフィコ横浜　横浜国際協力センター５階
　　　　　（横浜市西区みなとみらい１－１－１）

開設日時　月曜日～金曜日　10：00～ 17：00
　　　　　第 2・第 4土曜日　10：00～ 13：00
　　　　　※受付はそれぞれ終了の 30分前まで

写真　①ドゥルーズィのオープニングでウクライナ避難民と山中市長懇談の様子　②ドゥルーズィで遊ぶ避難民の子どもたち
③1 日も早く平和なウクライナが戻るように　④ボルシチを食べながらの懇談　⑤ドゥルーズィ案内　⑥ドゥルーズィのパネルに絵
を描く子ども　⑦横浜市が作成した T シャツ　⑧避難民のみなさんへドゥルーズィについて説明　⑨5 月 27 日開催　日本語ワーク
ショップ「6月のカレンダーを作ろう」での様子

ウクライナ避難民支援を希望する方はこちらから
ご連絡ください。

市民・企業の皆様からの、ウクライナ避難民への支援
お申し出フォーム／横浜市

https://shinsei.city.yokohama.lg.jp/cu/141003/ea/residents/proc
edures/apply/6ae8efc1-b06b-4134-b271-c393cb14dc89/start
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